
翻
刻
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
十
1
）

播
　
本
　
眞
　
一

　
　
は

じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

　
本
稿
は
、
「
翻
刻
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
一
）
」
～
「
同
（
十
）
」
に
続
き
、

曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
が
享
和
三
年
（
一
八
o
1
1
D
に

刊
行
し
た
『
俳
譜
歳
時
記
』
（
二
巻
二
冊
、
横
本
）
を
翻
刻
す
る
も
の

で

あ
る
。
今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
、
下
冊
「
秋
之
部
」
百
七
十
丁
ウ
ラ

五
行
目
か
ら
同
百
八
十
七
丁
オ
モ
テ
最
終
行
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
凡

例
な
ど
は
前
記
拙
稿
（
｝
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
『
俳
譜
歳
時
記
』
翻
刻

俳
諸
歳
時
記
秋
之
部
　
江
戸
　
曲
亭
主
人
纂
輯

天
中
の
節
〈
八
朔
〉
　
八
月
朔
日
の
日
の
出
よ
り
以
前
に
、
天
中
ノ
節
、

赤
口

白
舌
、
随
節
滅
と
書
て
門
戸
に
押
す
、
云
云
。
［
拾
芥
妙
］
陰
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う

秘
法
に

云
、
む
か
し
大
国
の
后
、
天
中
楼
に
於
て
事
あ
り
。
そ
の
人
、

そ

く
わ
い
　
　
と
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
　
　
き
さ
き

素
懐
を
遂
ざ
る
に
よ
り
、
忽
チ
火
神
と
な
り
て
天
中
楼
を
焼
。
時
に
后
、

じ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
い
せ
つ
め
つ
　
　
　
　
　
　
つ
た
へ

呪
し
て
云
、
八
月
〈
乃
至
〉
随
節
滅
、
云
云
。
伝
い
ふ
、
凶
悪
日
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う

陰
陽
家
、
天
中
の
札
を
以
、
門
戸
に
貼
す
。
道
書
に
、
正
月
｝
日
を
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

中
の
節
と
す
、
と
も
い
へ
り
。
　
三
村
祭
　
三
村
或
は
水
村
に
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ち

泉
州
堺
南
の
庄
、
塩
穴
の
下
条
開
口
村
に
あ
り
。
住
吉
旧
記
に
云
、
祭

　
　
い
さ
な
き
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
か
つ
け
か
つ
く
に
な
が
さ

る
神
伊
弊
諾
の
尊
の
御
子
、
事
勝
食
勝
国
長
狭
也
。
後
に
生
玉
午
頭
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
て
い

王

を
合
せ
祭
る
。
乃
チ
住
吉
の
外
宮
と
す
。
故
に
朝
廷
よ
り
廿
年
に
一

　
　
　
　
　
　
つ
く
り
か
へ

度
、
住
吉
の
社
造
替
を
な
し
給
ふ
時
、
当
社
も
こ
の
義
あ
り
。
社
地

　
　
あ
く
ち

元

ト
開
口
村
、
木
戸
村
、
原
村
の
間
也
。
（
百
七
十
ウ
）
俗
、
三
村
大

　
　
　
せ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
う

明
神
と
称
し
、
大
寺
祭
と
号
ス
。
○
密
乗
山
念
仏
寺
は
、
聖
武
帝
の
御

願
に
よ
り
て
、
行
基
の
開
基
也
。
社
領
八
十
石
。
［
泉
州
府
志
］
例
祭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

八

月
1
日
二
日
、
こ
れ
を
三
村
祭
、
又
大
寺
祭
と
い
ふ
。
木
戸
村
・
開

く
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぶ
す
な

口

村
・
原
村
の
本
居
神
に
し
て
、
大
念
仏
寺
の
鎮
守
也
。
　
堺
天
神
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ざ
い
ふ
　
い
ま

〈
1
1
1
t
m
〉
　
泉
州
堺
、
常
楽
寺
の
天
神
像
は
、
菅
神
太
宰
府
に
在
せ
し
日
、

自
作
り
給
ふ
七
躯
の
像
の
う
ち
也
、
と
い
ひ
伝
ふ
。
社
殿
に
、
長
徳
二
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た
ゴ
よ

年
〈
或
は
延
喜
年
中
と
も
〉
正
月
、
海
浜
に
漂
ひ
来
る
に
よ
り
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
と

所
に

安
置
ス
。
或
は
い
ふ
、
昔
、
塩
穴
の
郷
湊
村
に
あ
り
、
故
に
塩

穴
天
神
と
い
ふ
。
中
こ
ろ
、
北
の
庄
に
勧
請
す
。
文
明
二
年
、
菅
原
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ

長
郷
の
記
に
云
、
和
泉
国
毛
須
、
深
井
、
草
部
、
土
師
、
向
井
、
塩
穴
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
か
た

高
石
は
菅
家
の
氏
神
、
天
ノ
穂
日
の
命
以
来
の
旧
領
也
く
為
長
郷
の
真

跡
五
条
殿
に
あ
り
V
。
こ
れ
を
も
て
思
ふ
に
、
塩
穴
天
神
は
天
穂
日
命

に

し
て
、
後
に
菅
丞
相
を
合
せ
祭
る
t
i
o
　
［
泉
州
府
志
］
例
祭
、
六
月

十
三
日
を
夏
神
楽
と
し
、
八
月
三
日
を
秋
神
楽
と
す
。
こ
の
日
参
詣
多

し
o
神
輿
、
堺
七
道
浜
、
お
な
じ
く
夷
嶋
へ
渡
御
、
即
日
還
幸
也
。
先

板
の
諸
抄
、
四
日
と
し
る
す
、
今
は
三
日
也
と
い
へ
り
。
　
北
野
祭

〈
四

日
〉
　
一
條
帝
永
延
元
（
百
七
十
一
オ
）
年
八
月
五
日
、
祭
礼
は
じ

　
　
く
わ
ん
へ
い

め

て

官
弊
あ
り
。
後
冷
泉
帝
、
永
承
元
年
八
月
四
日
に
定
ら
る
。
五

日
は
母
后
の
国
忌
に
よ
り
て
也
。
［
廿
l
社
注
式
］
北
野
祭
、
今
は
四

日
、
元
は
五
日
。
先
例
、
大
臣
よ
り
始
メ
て
納
三
口
’
参
議
に
至
り
、
大

頭
と
称
ス
。
催
し
申
あ
り
。
料
米
六
十
石
。
［
拾
芥
抄
］
祭
る
神
三
座
、

中
は
天
満
天
神
、
東
は
中
将
殿
〈
菅
三
品
〉
、
西
は
吉
祥
女
〈
菅
家
の

北

ノ
方
、
都
の
西
南
、
吉
祥
院
に
住
給
ひ
し
故
の
御
名
な
り
〉
。
こ
の

祭
、
甚
美
麗
に
し
て
、
神
輿
、
下
立
売
の
西
御
旅
所
に
移
し
奉
る
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
ら

間
、
廿
余
町
の
地
に
蜀
錦
を
布
、
供
奉
の
輩
、
綾
羅
の
挟
を
つ
ら
ね
、

く
わ
ん
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ピ
き

管

弦
の
声
、
雲
井
に
響
け
る
よ
し
、
当
社
の
旧
記
に
あ
り
と
そ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
お
ろ
し

白
髪
開
帳
〈
五
日
〉
　
近
江
、
打
颪
白
髪
大
明
神
は
、
猿
田
彦
也
。
［
神

舐
正
宗
］
こ
れ
則
、
比
良
明
神
と
同
体
也
。
［
社
説
］
昔
は
開
帳
あ
り
。

元
禄
中
よ
り
止
む
。
今
は
、
ロ
ハ
内
陣
を
開
て
宮
殿
を
拝
さ
し
む
る
の
み

也
o
四
月
上
の
辰
巳
祭
礼
、
神
輿
渡
御
あ
り
。
往
古
の
神
門
、
石
橋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
す
い

辺

は
、
今
、
水
中
二
町
斗
、
湖
水
の
沖
に
有
よ
し
、
縁
起
に
み
ゆ
。
鳥

居
の

あ
り
し
所
を
、
鵜
川
村
と
い
ふ
。
社
頭
よ
り
廿
町
斗
に
河
あ
り
、

鵜
川
と
号
ス
。
此
川
の
北
を
鵜
川
領
と
い
ふ
。
別
当
を
、
白
頭
山
延
命

寺
寿
福
院
と
号
ス
。
毎
年
、
二
月
八
講
あ
り
。
開
帳
は
（
百
七
十
一
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
つ
る
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ひ

八
月
五
日
也
。
　
敦
賀
祭
〈
十
日
〉
　
気
比
大
明
神
は
、
越
前
の
国
敦
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ひ

郡
に

あ
り
。
祭
神
、
仲
哀
天
皇
。
『
風
土
記
」
二
云
、
気
比
の
神
宮
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
し
や
く

宇
佐

同
体
也
。
八
幡
は
、
応
神
天
皇
の
垂
跡
、
気
比
は
、
仲
哀
天
皇

の

鎮
座

也
。
例
祭
八
月
十
日
。
○
今
月
二
日
よ
り
十
日
迄
、
近
国
廿
里

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
か
　
し

四
方
の
諸
商
人
・
放
下
師
・
狂
言
師
等
来
り
集
り
、
二
日
神
輿
洗
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
た
い

敦
賀
紙
屋
町
と
い
ふ
所
よ
り
、
例
年
、
神
細
工
の
家
台
灯
籠
を
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　
も

京
の
祇
園
難
シ
を
摸
す
。
三
日
神
事
、
四
日
を
後
宴
と
称
し
、
町
々
の

氏
子
、
東
番
西
番
と
わ
か
れ
、
引
山
を
出
し
、
地
車
に
て
町
中
を
引
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
し
う
　
　
ま
ん
ま
く

る
。
山
の
上
に
、
一
丈
斗
の
松
を
立
、
四
方
錦
繍
の
慢
幕
・
水
引
等
、

ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ

洛
の
祇
園
祭
の
山
の
如
し
O
上
に
武
者
人
形
を
飾
る
。
山
の
数
、
或
は

五
ツ

或

は
六
ツ
、
祭
礼
当
日
に
こ
れ
を
出
す
。
天
神
の
森
と
い
ふ
所
、

御
旅
所
に
し
て
、
神
輿
遊
行
の
間
、
十
日
也
。
　
待
宵
　
こ
れ
を
小
望

月
と
い
ふ
0
十
四
日
の
夜
の
月
也
。
　
名
月
　
名
高
き
月
、
け
ふ
の
月
、

今
宵
の
月
、
十
五
夜
、
三
五
夜
、
望
月
、
月
見
。
仲
秋
一
五
夜
の
月
を

も
て
あ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
み
ん
か
ん
　
　
　
　
　
だ
ん
ご

翫

ぶ

こ
と
、
中
こ
ろ
よ
り
和
漢
み
な
然
り
o
民
間
、
今
日
鉗
を
制

　
　
　
　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

し
、
同
器
に
芋
と
枝
豆
と
を
（
百
七
十
ニ
オ
）
盛
リ
、
井
二
神
酒
尾
花

　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
い
　
　
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ひ
と

を
月
に
供
じ
、
或
は
互
に
相
贈
る
。
今
の
清
人
の
説
に
、
八
月
十
五

夜
、
雨
ふ
れ
は
、
来
年
元
日
快
晴
也
。
若
シ
十
五
夜
晴
る
s
と
き
は
、
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元

日
雨
あ
り
と
い
へ
る
よ
し
、
或
物
に
記
し
た
り
。
両
三
年
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

こ
s
う
み
る
に
、
多
く
は
違
は
ず
。
秋
は
ロ
ハ
こ
よ
ひ
斗
の
名
也
け
り
お

な
し
雲
井
に
月
は
す
め
と
も
、
西
行
。
名
月
や
夜
を
さ
た
め
た
る
袖
に

つ

ゆ
、
雪
碇
。
　
新
月
　
三
五
夜
中
、
新
月
ノ
色
。
［
白
楽
天
詩
］

端
正
月
　
［
事
文
類
聚
］
○
今
の
人
、
八
月
十
五
夜
を
以
良
夜
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ニ
マ
　
　

は

誤
也
。
『
書
言
古
事
』
に
、
良
夜
は
深
更
な
り
と
あ
り
。
し
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も

は
、
秋
の
夜
に
も
限
へ
か
ら
ず
。
　
芋
名
月
　
俗
間
、
今
日
必
芋
と
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
く
わ

子

と
を
食
ふ
、
故
に
芋
名
月
の
名
あ
り
。
　
月
華
　
人
い
ふ
、
八
月
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
さ
め
ご

〈
十
五
日
也
〉
月
華
あ
り
。
或
は
い
ふ
夜
半
、
或
は
い
ふ
微
雨
後
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
チ
つ

は

い

ふ
必
八
月
の
み
な
ら
ず
、
秋
後
の
望
倶
に
こ
れ
あ
り
。
或
は
い
ふ
、

　
　
　
さ
い
せ
ん
め
い
ほ
う
せ
う
　
　
　
　
　
　
き
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ど
う

そ

の

五
采
鮮
明
芳
照
数
十
丈
、
金
線
の
如
き
も
の
百
余
道
、
或
は
い
ふ
、

た

ゴ
こ
う
う
ん
　
　
　
　
　
か
こ
　
　
め
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
せ
ん
ノ
ご
　
ひ
　
ぶ
　
ぎ
け
ん
　
　
わ
か

但
紅
雲
こ
れ
を
囲
み
続
る
の
み
。
臨
川
呉
比
部
携
謙
、
少
か
り
し
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
そ
う
せ
ん
け
ん
　
　
た
い
　
　
び
　
　
ま
こ
と

一
た
び
こ
れ
を
見
る
。
そ
の
景
象
鮮
妊
千
態
万
媚
、
真
に
人
問
い
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
し
か
ノ
ご

之

を
見
ざ
る
所
の
奇
也
、
云
云
。
又
言
フ
、
1
　
l
月
f
f
日
正
午
〈
昼
九
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
ノ
へ

〉
に

日
華
あ
り
。
し
か
し
て
、
人
愈
見
る
こ
と
を
（
t
u
七
十
1
1
ウ
）

　
　
　
り
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ヲ

得

ず
。
李
程
が
五
色
の
詩
に
云
、
徳
動
二
天
鑑
一
祥
開
月
華
一
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
か

も
の
は
、
こ
れ
を
謂
耶
。
［
五
雑
姐
］
○
愚
按
す
る
に
、
我
俗
、
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
つ
く
わ

廿
六
夜
の
月
中
、
三
尊
仏
の
影
向
あ
り
と
い
ふ
も
の
は
、
月
華
な
る
べ

し
o
　
十
六
夜
の
月
　
哉
生
魂
、
既
望
夜
。
○
侶
月
、
み
な
い
ざ
よ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
て
う

と
訓
す
。
十
六
日
の
月
を
い
ふ
。
　
初
汐
　
海
潮
、
八
月
、
独
り
大
な

　
　
　
　
　
　
　
し
ほ

る
は
何
ぞ
や
。
潮
は
月
に
応
る
者
也
、
故
に
月
望
な
る
と
き
は
潮
盛
ン

に

し
て
、
八
月
の
望
、
尤
盛
也
。
［
五
雑
祖
］
秋
は
金
気
な
れ
は
、
金

生

水
に
て
、
水
は
金
を
得
て
、
盛
な
る
理
な
り
。
［
無
名
抄
］

　
マ

マ

ぼ
　
ほ
　
　
　
ご
　
　
　
　
ニ
し
し
よ
　
　
　
ふ
く
わ
い

『
臨
安
志
」
に
、
伍
子
疋
目
が
事
を
附
会
す
る
も
の
は
非
な
り
。

つ

か

さ
め
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
い
の
う
ぎ
や
う
せ
き

司
召
　
昔
、
六
位
以
上
加
階
す
る
人
は
、
芸
能
行
跡
を
え
ら
み
、

ゑ

い

し
や
く
　
　
さ
づ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
　
　
つ
き
　
　
　
　
　
お
こ
な
ふ

栄

爵

を
授
給
ひ
し
也
。
上
卿
官
の
東
の
庁
に
着
、
事
を
行
、
次
に

あ
い
た
と
こ
ろ
　
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

朝
　
所
に
着
て
三
献
の
規
式
あ
り
、
次
に
曇
穏
の
座
に
着
、
又
三
献
あ

　
　
か
ざ
し

り
o
挿
頭
の
花
を
、
上
卿
以
下
、
冠
に
さ
す
。
大
臣
は
白
菊
、
納
三
口
は

　
　
　
　
　
　
り
う
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
け
ん

黄
菊
、
参
議
は
龍
胆
、
そ
の
余
は
時
の
花
を
さ
す
。
1
l
月
の
列
見
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ピ
い

シ
。
式
・
兵
の
両
省
よ
り
、
諸
司
の
輩
の
旨
を
選
成
す
る
を
、
列
見
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
か
　
い

い

ふ
o
そ
れ
を
書
あ
つ
め
て
奏
す
る
を
、
擬
階
の
奏
と
い
ふ
0
こ
の
人
々

　
え
ら
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
で
う

を
択
出
し
て
定
ら
る
！
を
、
定
考
と
申
す
也
。
［
公
事
根
源
］
司
召
は

　
　
ち
も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
た
め
し

秋
の

除
目
也
。
京
官
の
除
目
と
す
。
春
の
除
目
は
県
召
（
百
七
十
三

　
　
　
　
　
　
　
は
い
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
じ
や
う
く
わ
ん

オ
）
と
号
ス
。
各
拝
任
の
輩
、
こ
れ
を
召
す
。
春
は
大
政
官
、
秋
は

　
　
　
て
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
じ
よ
ふ
ロ
ゑ

外
記
の
庁
に
於
て
召
シ
御
す
。
［
教
隆
卿
記
］
　
八
幡
祭
　
放
生
会

八
月
十
五
日
、
諸
国
に
こ
の
こ
と
あ
り
と
い
へ
と
も
、
男
山
の
神
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
つ

以
、
京
師
の
人
、
八
幡
祭
或
は
放
生
会
と
い
ふ
。
社
頭
美
豆
の
南
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
し
み
つ

町
に

あ
り
。
京
を
去
る
こ
と
四
里
余
、
男
山
石
清
水
と
号
し
、
或
は

を
と
こ
　
　
は
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
し
か
た

雄
徳
山
鳩
の
峯
と
称
ス
。
欽
明
天
皇
三
十
一
年
冬
、
肥
後
国
菱
形
の
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
た
く

の

辺
、
民
家
の
児
三
才
の
時
、
神
託
し
て
云
、
我
レ
は
是
人
皇
十
六
代

ほ

ん

だ

誉

田
天
皇
也
と
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
豊
前
国
二
鎮
座
し
、
八
幡
太
神
と

称
ス
．
伝
へ
い
ふ
、
貞
観
元
年
秋
七
月
、
八
幡
大
神
、
鳩
の
峯
に
移
る
。

　
　
　
し
や
く
の
ぎ
や
う
ノ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

は

じ
め
釈
行
教
、
南
都
大
安
寺
に
居
る
。
こ
の
僧
、
姓
は
武
内
、

　
　
　
ゑ
い
　
　
　
か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
つ

大
臣
の

商
也
。
曾
て
貞
観
の
初
、
宇
佐
の
神
祠
に
詣
。
一
夏
九
旬
、
昼

　
　
　
　
　
と
き
　
　
　
　
み
つ
じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
げ

は

大
乗
経
を

説
、
夜
は
密
呪
す
。
請
す
一
夕
、
夢
中
に
大
神
告
て
云
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
う
ア
て
　
　
ま
も

師
、
王
城
に
帰
ら
は
我
も
又
随
ひ
行
、
王
城
に
居
し
て
当
に
皇
詐
を
護
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る
べ
し
と
o
行
教
や
う
や
く
山
城
国
山
崎
に
至
る
。
そ
の
夜
、
大
神
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
め

夢
中
に
告
て
日
、
師
、
我
居
る
所
を
見
よ
と
。
覚
て
こ
れ
を
見
れ
は
、

東
南
男
山
鳩
の
峰
に
光
を
現
ズ
。
行
教
、
こ
れ
を
奏
し
て
宮
殿
成
る
。

o
正
殿
三
座
、
中
は
八
幡
宮
〈
応
神
〉
、
東
は
気
長
足
姫
尊
〈
神
功
〉
、

　
　
　
ひ
　
め

西
は

比
曄
大
神
〈
玉
依
〉
。
後
嵯
峨
天
皇
、
源
姓
を
諸
皇
子
（
百
七
十

　
　
　
た
ま

三

ウ
）
賜
ふ
時
、
八
幡
宮
を
以
氏
神
と
し
、
こ
の
社
を
以
本
朝
第
二
の

そ
う
ひ
や
う

宗

廟
と
し
給
ふ
。
毎
年
二
月
十
一
日
、
初
卯
の
日
神
楽
あ
り
、
御
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
い

楽
に

准
ぜ

ら
る
。
八
月
十
五
日
放
生
会
あ
り
。
養
老
四
年
九
月
、
征
夷

の

こ
と
あ
り
。
大
隅
・
日
向
の
両
国
逆
乱
す
。
よ
り
て
宇
佐
の
宮
に

き
せ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
し
ま
　
　
　
　
つ
　
め
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
い

祈
請
せ
し
め
給
ふ
。
そ
の
禰
宜
辛
嶋
勝
婆
豆
米
の
神
軍
を
率
て
か
の

　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く

国
を
征
し
、
敵
を
討
て
利
あ
り
。
大
神
託
し
て
日
、
合
戦
の
間
多
く

せ

つ
せ

う
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し

殺
生

を
致
す
、
宜
く
放
生
会
を
修
す
べ
し
と
。
諸
国
の
放
生
会
こ
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
マ
マ
れ
ん
　
ち
う
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
が

に

始

る
。
○
今
晩
、
神
を
　
輩
　
中
に
遷
し
奉
り
、
神
幸
を
促
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く
　
　
め
し
つ
か
ひ

左
右
の

馬

寮
、
御
馬
二
匹
を
牽
。
召
使
、
官
掌
、
外
記
、
史
、
左
右

　
　
　
　
　
べ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　
が
　
　
　
　
　
ろ
う
　
ぜ
ん
く
　
　
　

兵
衛
の
府
、
弁
参
議
、
上
卿
、
左
右
衛
　
府
、
上
藺
、
前
駈
等
、
絹
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん
ぐ
う

殿
に

参

り
向
ふ
。
神
輿
、
猪
の
鼻
を
下
り
、
宿
院
頓
宮
に
至
り
て
、
行

列
行
幸
に
准
ス
。
こ
の
式
、
後
三
条
院
延
久
二
年
よ
り
始
る
。
当
社
の

祭

式
、
甚
夕
繁
多
也
。
故
に
略
す
。
鶴
ヶ
岡
八
幡
祭
〈
十
五
日
〉
相

州
鎌
倉
に
あ
り
。
一
名
は
雲
井
ヶ
峰
。
上
の
宮
三
座
、
中
は
応
神
、
東

　
　
　
　
　
　
ひ
め

は
祠
功
、
西
は
妃
大
神
也
〈
姉
神
〉
。
下
の
宮
四
座
、
中
は
仁
徳
天
皇
、

　
　
く
　
れ
　
　
　
う
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
め

東
は
久
礼
・
宇
礼
の
二
神
、
西
は
妹
比
曄
也
。
後
冷
泉
帝
の
御
宇
、
伊

　
　
　
ノ
よ
り
よ
し
　
　
　
　
　
あ
ベ
ノ
さ
だ
た
う
　
う
つ
　
　
　
　
　
た
ん
き

予
守
源
頼
義
朝
臣
、
安
倍
貞
任
を
伐
と
き
、
丹
祈
の
旨
あ
り
て
、
康
平

　
　
　
　
　
い
は
し
み
つ

六
年
八
月
、
石
清
水
の
神
を
相
州
鎌
倉
郡
、
今
の
下
若
宮
（
百
七
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
い
ヘ

オ
）
の
地
に
勧
請
す
。
永
保
元
年
二
月
成
就
、
義
家
朝
臣
修
覆
を
加
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

治
承
四

年
十
月
、
右
大
将
頼
朝
卿
、
小
林
の
郷
に
遷
し
給
ふ
。
こ
れ
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
べ
い
や
ぶ
さ
め

の

鶴
が
岡
也
o
毎
年
八
月
十
五
日
、
放
生
会
井
二
祭
礼
、
奉
幣
流
鏑
馬
・

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く
し

角
力
等
あ
り
。
　
筑
紫
宇
佐
ノ
宮
祭
〈
十
五
日
〉
　
欽
明
天
皇
三
十
一
年
、

　
　
　
　
　
　
　
う
ま
や
　
　
　
　
　
ひ
し
か
た
　
　
　
　
　
ほ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く

曲
豆
前
国
宇
佐
郡
厩
の
峰
、
菱
形
の
池
の
上
の
民
家
の
児
、
託
し
て
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
だ
　
　
　
ひ
ろ
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ
く
れ
い
げ
ん
い
し
ん

我
レ
は
是
第
十
六
主
誉
田
天
皇
広
幡
八
幡
也
。
我
レ
を
護
国
霊
験
威
身

　
じ
ざ
い
わ
う
ほ
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は

大
自
在
王
菩
薩
と
名
つ
く
。
述
を
諸
州
に
神
明
に
垂
る
、
今
、
顕
に

　
　
　
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
く
　
　
　
や
し
ろ

此
地
に

在

と
。
よ
り
て
こ
れ
を
奏
す
。
勅
し
て
祠
を
建
ツ
。
八
方

　
　
　
　
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
せ
ん

に

八
色
の

幡
を
立
り
。
故
に
託
宣
し
て
八
幡
と
号
ス
。
社
説
に
、
当
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り
や
う
ご
う

の

禰
宜
奏

し
て
云
ク
、
大
神
の
託
に
言
ク
、
我
レ
無
量
劫
よ
り
こ
の
か

　
　
　
う
　
　
け
せ
う
　
　
　
ぜ
ん
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
ノ
へ
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ど

た
、
三
有
に
化
生
し
て
善
行
方
便
を
修
し
、
　
諸
の
衆
生
を
済
度
す
。

　
　
　
　
じ
ざ
い
わ
う
ほ
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

我
名
を
大
自
在
王
菩
薩
と
申
せ
と
也
。
帝
、
叡
聞
あ
り
て
、
こ
れ
を
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
し
や
く
　
こ
う

し
給
ふ
。
『
公
事
根
源
』
に
云
、
八
幡
は
垂
跡
の
号
。
後
は
曲
豆
前
国
宇

　
　
し
づ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
む

佐
に
鎮
り
給
ひ
し
が
、
聖
武
天
皇
、
東
大
寺
建
立
の
後
、
巡
礼
し
給

　
　
　
　
　
た
く
せ
ん

ふ

べ
き
よ
し
託
宣
あ
り
。
よ
り
て
彼
寺
に
勧
請
申
さ
れ
き
。
さ
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
く
ゑ

勅
使
な
ど
は
猶
宇
佐
に
参
れ
り
。
○
宇
佐
宮
祭
、
い
に
し
へ
は
勅
会
也
。

放
生
会
等
、
此
地
を
始
と
す
。
　
志
賀
八
幡
祭
〈
十
五
日
〉
　
四
十
代
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
あ
し
　
が

武
天
（
百
七
十
四
ウ
）
皇
即
位
九
年
壬
申
、
近
江
国
湿
賀
郡
に

す

い

し
や
く

垂

跡
、
八
幡
一
の
御
前
八
幡
大
菩
薩
は
、
今
の
聖
真
子
、
是
也
。

た

う
ゆ
う
そ
う
　
　
か
た
ち

唐
尤
僧
の
形
、
聖
真
子
は
阿
弥
陀
八
幡
大
菩
薩
の
分
身
也
。
［
淡
海
志
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
み
　
　
　
　
し
　
が

是
、
山
王
七
社
の
神
に
し
て
、
淡
海
ノ
国
滋
賀
郡
坂
本
村
に
あ
り
。
見

瀬
村
の
神
社
に
は
あ
ら
ず
。
今
は
山
王
祭
の
外
、
神
事
な
き
よ
し
也
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
こ
う

筑
前
箱
崎
祭
〈
十
五
日
〉
　
祭
ル
神
三
座
、
中
は
応
神
天
皇
、
東
は
R
功
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た
け
の
う
ち
す
く
ね
　
　
　
ち
う
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
う
た
　
　
　
ほ
つ

皇
后
、
西
は
武
内
宿
禰
也
。
仲
哀
天
皇
、
三
韓
を
討
ん
と
欲
し
給
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
し
か
し
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
り
よ

神
功
皇
后
と
＼
も
に
、
筑
紫
橿
日
の
宮
に
至
り
、
軍
旅
を
催
す
の
時
、

　
　
ほ
う
ぎ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
に
ん
り
ん
げ
つ

天
皇

崩
御
也
、
こ
の
時
皇
后
懐
妊
臨
月
な
ら
ん
と
す
。
乃
チ
自
ラ
男

　
　
か
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
ど
ふ
ゑ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
　
　
せ
い
ば
つ

子
の
貌
を
な
し
、
弓
驚
斧
銭
を
と
り
、
呪
し
て
日
ク
、
請
、
征
伐
の

　
こ
う
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

後
降
誕
あ
れ
と
。
三
韓
こ
と
ぐ
く
平
定
し
、
筑
紫
に
帰
り
給
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み
む
ら

男
子
降
誕
し
給
ふ
。
応
神
天
皇
是
也
。
そ
の
地
を
呼
て
宇
弥
邑
と
い
ふ
。

え

　

な
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
ひ
や
う

胞
衣

を
筥
に
蔵
め
て
地
に
埋
み
、
松
を
栽
て
標
と
な
す
。
そ
の
地
を

よ

び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
い
ご

喚
て
箱
崎
と
い
ふ
。
醍
醐
天
皇
延
喜
廿
一
年
六
月
廿
一
日
、
託
宣
に
よ

り
て
、
宮
を
箱
崎
の
松
原
に
建
ツ
。
例
祭
八
月
十
五
日
也
。
○
古
老
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
じ
や
う
ゑ
　
　
　
　
　
は
こ

へ
て
い

ふ
、
昔
こ
の
松
原
に
戒
定
慧
三
字
の
筐
を
埋
む
、
故
に
箱
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

と
号
ス
。
松
を
其
所
に
植
て
標
と
す
。
そ
の
松
猶
在
と
そ
。
縁
起
に
云
、

　
　
　
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
う
　
　
　
く
た

昔
、
白
幡
四
流
ル
、
赤
（
百
七
十
五
オ
）
幡
四
流
、
虚
空
よ
り
降
る
。

　
　
　
　
　
う
へ
　
　
し
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
い

其
所
に

松

を
栽
て
標
と
な
す
、
故
に
八
幡
の
号
あ
り
と
。
諸
説
迭
に

こ

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
だ

異
也
。
社
は
筑
前
国
那
珂
郡
に
あ
り
。
　
河
州
誉
田
祭
〈
十
五
日
〉
　
河

　
　
　
　
　
こ
　
こ
　
く

内
国
長
野
山
護
国
寺
地
蔵
院
の
縁
起
に
云
、
当
社
は
人
皇
十
六
代
応
神

　
　
　
み
さ
ざ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
せ
い
ば
つ

天
皇
の

御

陵
也
。
母
后
碑
功
皇
后
の
御
胎
内
に
ま
し
く
て
三
韓
征
伐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
た
ん
　
　
　
う
で
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
だ
わ
け

の

後
、
筑
前
の
国
に
於
て
降
誕
、
御
腕
に
靹
の
形
あ
る
ゆ
ゑ
に
誉
田
別

の

皇
子

と
号
し
奉
る
。
是
弓
矢
の
家
を
守
給
ふ
へ
き
こ
と
、
此
時
に

あ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ
ら

顕

れ

た
り
。
治
世
四
十
一
年
、
仙
齢
百
十
一
歳
の
春
、
大
和
国
豊
浦

　
　
　
ほ
う
　
　
　
　
　
　
め
の
う
　
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぷ
し

の

宮
に

崩
ず
。
玉
体
を
焉
璃
の
棺
に
納
あ
、
河
内
国
藻
伏
の
岡
に
韮

　
　
　
　
　
　
　
き
ん
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
な

り
奉
る
。
三
十
代
欽
明
天
皇
の
勅
に
よ
り
て
宝
殿
を
営
み
、
三
所
の

　
　
　
　
　
　
い
は
ゆ
る

神
明
を
祀
る
。
所
謂
中
殿
は
八
幡
大
菩
薩
、
左
は
仲
哀
天
皇
、
右
は
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

功
皇
后
也
。
世
に
神
祠
多
し
と
い
へ
ど
も
、
当
社
は
玉
体
を
納
め
奉
る

　
れ
い
び
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
げ
ん

の

霊

届
に

し
て
、
八
幡
宮
の
根
源
、
威
験
深
き
こ
と
知
べ
し
。
神
祭

は

八
月
十
五
日
也
。
先
ツ
十
四
日
の
夜
、
奥
の
院
の
御
廟
前
、
本
殿
へ

　
　
　
み
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
こ
う
　
ぶ
が
く

鳳
董

を
行
幸
な
し
、
翌
十
五
日
午
の
剋
還
幸
、
舞
楽
あ
り
。
四
月
八

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ご
ま
い

日
若
宮
祭
、
猿
楽
・
児
舞
、
隔
年
に
こ
れ
を
行
ふ
。
放
生
会
は
当
社
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
の
　
つ

こ
れ
な
き
よ
し
。
但
社
説
の
趣
を
記
ス
。
　
伊
勢
安
濃
津
祭
〈
十
五
日
〉

社
説
に

云
、
伊
（
百
七
十
五
ウ
）
勢
国
安
濃
郡
津
城
の
南
に
八
幡
宮
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
む
ち
う

座

〈往
古
、
高
良
の
二
神
殿
中
に
寄
座
す
〉
。
相
伝
ふ
、
建
武
中
、
足

　
た
か
う
ち

利
尊
氏
卿
、
一
国
こ
と
に
八
幡
一
社
を
置
ん
と
欲
し
、
伊
勢
を
以
始
と

　
　
　
　
　
　
　
ち
と
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
し
み
つ

す
。
乃
チ
宮
殿
を
千
歳
山
の
上
に
造
り
、
石
清
水
の
神
を
勧
請
し
、
源

　
　
こ
う
り
う
　
　
い
の

家
の
興
隆
を
祈
る
。
旧
記
に
云
、
永
正
年
中
、
当
国
兵
乱
に
よ
り
て
神

　
く
わ
う
は
い
　
　
　
　
　
ぐ
わ
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

殿
荒

廃

す
。
僧
願
海
、
募
り
て
国
中
を
化
し
て
再
興
す
、
時
に
享
禄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
は
い
　
　
　
わ
つ
か

1lur
也
o
又
数
十
年
の
後
、
頽
廃
し
て
僅
に
存
す
。
寛
永
壬
申
年
、

　
　
で
ん
り
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
じ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
れ

城
主

田
猟
し
て
こ
S
に
至
り
、
小
祠
を
林
樹
の
間
に
見
る
。
左
右
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
ろ
う
　
め
し

の

神
な
る
を
知
る
者
な
し
。
村
老
を
召
て
こ
れ
を
問
ふ
。
言
ク
、
足
利

　
　
　
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ほ
く

将
軍
の
建
る
所
也
。
即
チ
心
願
を
発
し
て
土
木
を
集
め
、
正
殿
・
拝
殿
・

し
ん
こ
　
と
り
ゐ
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ぎ

神
庫
・
華
表
を
造
る
。
寛
永
十
二
年
、
初
め
て
祭
儀
を
行
は
る
。
同
廿

　
　
　
た
る
み
　
ふ
ち
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け

一
年
、
垂
水
・
藤
潟
の
二
村
、
三
百
石
の
地
を
附
て
、
昌
泉
院
を
以
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
と
せ

当
と
す
。
今
、
寒
松
院
と
い
ふ
。
　
古
は
山
上
に
あ
り
て
、
千
歳
山
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
の
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
ま
も

幡
宮
と
称
せ
り
。
今
の
地
に
遷
し
て
よ
り
、
安
濃
津
の
城
を
鎮
る
を
以
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
し
　
た
る
み
　
　
ぞ
く
　
　
け
だ
し

安
濃
津
八
幡
宮
と
号
ス
。
乃
チ
一
志
郡
垂
水
村
に
属
す
。
蓋
、
津
の
城

　
ま
　
ち
　
　
　
あ
ふ
き
　
　
あ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
が
る

の

街
坊
は
、
奄
藝
・
安
濃
・
一
志
の
三
郡
に
跨
と
い
ふ
。
　
三
津
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
な
り

幡
祭
く
十
五
日
V
　
摂
州
西
成
郡
〈
大
坂
〉
三
津
の
寺
町
に
あ
り
。
三
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
や
う
ぎ

と
は
、
高
津
・
敷
津
・
難
波
津
、
是
也
。
伝
へ
い
ふ
、
昔
行
基
、
寺
院
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し
ん
た
く

を
建
て
三
津
寺
と
号
ス
。
（
百
七
十
六
オ
）
後
、
神
託
に
よ
り
て
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
わ

を
勧
請
す
。
毎
揮
訊
月
十
五
日
祭
礼
あ
り
‥
洗
説
に
云
、
当
社
は
靖
銅

天
皇
の

御
宇
、
筑
紫
宇
佐
の
神
、
男
山
に
遷
座
の
時
、
西
海
よ
り
初
め

　
　
　
　
　
し
う
ち
う

て
至

り
給
ふ
州
中
也
。
そ
の
旧
跡
に
祝
ひ
祭
る
と
い
ふ
。
又
l
説
に
、

　
　
　
　
み
ゆ
き

応
神
天
皇
行
幸
の
地
と
も
い
へ
り
。
○
摂
州
難
波
堀
江
の
人
、
月
を
此

　
　
し
や
う

所
に
賞
す
。
各
深
更
に
及
て
家
に
帰
る
。
こ
れ
を
月
見
と
称
し
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
み
か
お
か

難
波
の
御
祓
と
称
す
。
是
八
幡
祭
歎
。
　
富
賀
岡
八
幡
祭
〈
十
五
日
〉

江
戸
城
南
深
川
に
あ
り
。
祭
る
所
、
鶴
が
岡
に
お
な
じ
と
い
ふ
。
別
当

大
栄
山
永
代
寺
〈
台
宗
〉
、
深
川
第
一
の
大
社
也
。
或
は
い
ふ
、
神
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

は
菅
公
の
作
也
、
源
三
位
頼
政
深
く
こ
れ
を
崇
む
。
其
後
千
葉
家
に
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
う
ち

り
、
足
利
尊
氏
に
伝
へ
、
基
氏
・
持
氏
に
至
り
、
後
、
上
杉
家
に
伝
へ

　
　
　
　
ど
う
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
か
ん

て
、
太
田
道
灌
深
く
こ
れ
を
信
仰
す
。
［
名
所
記
］
寛
永
元
年
、
長
感

　
　
　
れ
　
い
　
む

法
印
、
霊
夢
の
こ
と
あ
り
て
、
永
代
嶋
に
官
許
を
建
立
し
、
同
八
年
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ふ
　
す
　
な

就
す
。
［
確
石
集
］
深
川
の
土
人
、
本
居
神
と
す
。
祭
礼
八
月
十
五
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
ま
つ
り

放
生
会
あ
り
。
二
、
三
十
年
に
一
度
、
正
祭
礼
を
行
ふ
。
練
物
、
引
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
よ
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
よ
　
ら

等
を
出
す
。
深
川
の
掘
鎮
守
な
り
。
　
豊
浦
祭
　
長
門
国
曲
豆
浦
郡
亀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
あ
い

に

あ
り
。
祭
る
神
、
中
は
応
神
天
皇
、
左
は
碑
功
皇
后
、
右
は
仲
哀
天

M
H
也
o
　
（
百
七
十
六
ウ
）
『
廿
二
社
注
式
』
に
云
、
人
皇
五
十
六
代
、
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
き
う

和
天
皇
貞
観
元
年
、
男
山
に
遷
座
の
時
、
行
教
和
尚
行
宮
を
造
り
、
こ

れ

を
勧
請
す
。
後
土
御
門
院
、
文
明
年
中
、
建
立
。
○
今
、
八
月
祭
な

し
o
三
月
十
四
・
十
五
の
両
日
、
亀
山
祭
あ
り
。
こ
れ
を
先
帝
祭
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
ト
き

ふ
o
安
徳
天
皇
の
御
祭
礼
也
。
阿
弥
陀
寺
に
陵
あ
り
、
海
辺
に
宮
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
め

り
o
こ
の
祭
、
前
後
四
日
の
間
、
見
飛
ぶ
こ
と
を
得
ず
。
又
、
平
家

か
に蟹
、
赤
間
が
関
の
海
辺
に
登
る
。
常
は
こ
の
こ
と
な
し
。
是
先
帝
の
御

禰
月
故
也
、
と
里
民
い
へ
り
。
又
、
九
月
十
四
日
・
十
五
日
、
八
幡
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
　
　
　
　
け
　
い
　
ば

春

日
の
両
社
を
ま
つ
る
。
国
主
よ
り
馬
二
疋
を
牽
れ
、
競
馬
あ
り
と
い

ふ
o
是
八
幡
祭
に
や
。
　
野
口
念
仏
〈
十
五
日
〉
　
播
州
加
古
郡
教
信
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
や
う
し
ん

に

あ
り
、
こ
れ
を
野
口
念
仏
と
い
ふ
。
清
和
天
皇
の
御
宇
、
教
信
と

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
び
ら
か

い

ふ

者
あ
り
、
姓
氏
詳
な
ら
ず
。
或
は
い
ふ
、
南
都
興
福
寺
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
き
し
や

僧
永
西
坊
の
弟
子
也
と
。
加
古
の
駅
舎
の
北
に
草
庵
を
結
び
、
常
に
西

　
　
　
　
　
エ
コ
　
う
め
う
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
じ
ん
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

方
に
向
ひ
て
称
名
念
仏
す
。
性
、
仁
愛
に
し
て
旅
人
の
荷
を
援
け
労
を

す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
そ
く

救
ふ
。
貞
観
八
年
八
月
十
五
日
、
完
粟
の
郷
に
於
て
、
盗
賊
の
為
に
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
　
　
　
む
く
ろ

さ
れ
ぬ
。
首
は
教
信
が
い
ほ
り
に
贈
り
、
骸
は
そ
の
地
に
茎
る
。
毎
年

八
月
十
五
日
、
僧
徒
多
く
教
信
寺
に
集
会
し
て
仏
事
念
仏
す
。
○
釈
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
に
よ

の

略
に
云
（
百
七
十
七
オ
）
摂
州
勝
尾
寺
に
僧
あ
り
、
勝
如
と
名
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
へ

貞
観
八
年
八
月
望
の
夜
、
　
一
僧
来
り
て
門
を
敲
く
、
即
チ
迎
入
る
。

　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
き

客
僧
云
、
吾
は
播
州
加
古
の
教
信
也
。
念
仏
の
功
力
に
よ
り
て
、
今
夜

極
楽
に
往
生
す
る
也
。
高
僧
は
必
ス
明
年
の
今
夜
往
生
す
べ
き
也
、
と

　
　
を
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
ち
う
お
ん
が
く

い

ひ

詑

て
去

る
。
時
に
空
中
音
楽
聞
え
、
明
年
八
月
十
五
日
の
夜
、

　
　
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ぱ
　
　
あ
　

勝
如
果

し
て
死
せ
り
。
　
駒
牽
駒
迎
　
『
江
次
第
』
に
云
、
元
は

　
　
　
　
　
　
　
　
す
じ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
へ

八
月
十
五
日
也
。
朱
雀
院
の
御
国
忌
に
よ
り
て
、
十
六
日
に
改
用
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
て
　
し

頭
書
に

云
、
信
濃
勅
使
の
牧
、
十
五
ヶ
所
、
『
延
喜
式
」
に
載
す
る
所

の

l
也
。
天
皇
、
南
殿
に
出
御
あ
り
て
御
馬
を
分
チ
取
ら
し
む
o
出
御

　
　
　
　
　
け
ん
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き

な
き
時
は
、
建
礼
門
の
前
の
大
庭
に
於
て
、
こ
れ
を
牽
分
し
む
o
裏
書

　
　
　
　
　
　
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ハ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
し

に

云
、
上
野
九
牧
、
『
延
喜
式
』
廿
八
日
云
云
。
七
日
甲
斐
の
勅
使
の

　
　
　
　
　
　
　
ほ
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
つ
き

牧
、
十
七
日
甲
斐
穂
坂
の
牧
、
廿
三
日
信
濃
望
月
の
牧
、
廿
五
日
武
蔵
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て
　
し

勅
旨
の
牧
立
野
の
牧
、
又
十
五
日
信
濃
勅
旨
の
牧
、
廿
八
日
上
野
九
牧
、

以
上
六

ヶ
日
、
『
延
喜
式
』
に
見
え
た
り
。
こ
の
外
、
承
平
官
府
、
十

　
　
　
　
ち
べ
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

三

日
武
蔵
秩
父
の
牧
、
廿
八
日
同
小
野
の
牧
の
御
馬
、
こ
れ
を
貢
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
に

『
公
事
根

源
』
に
云
、
公
卿
以
下
、
次
第
に
御
馬
を
賜
る
。
馬
の
差
綱

を
と
り
て
御
前
に
す
＼
み
、
一
拝
す
。
取
残
し
た
る
馬
を
は
引
分
ケ
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ご
つ
く
エ
つ

と
て
、
次
将
（
百
七
十
七
ウ
）
を
以
、
院
・
東
宮
な
ど
、
し
か
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

所
々
へ
ま
い
ら
せ
給
ふ
。
　
菅
大
臣
祭
〈
十
六
日
〉
　
京
四
条
の
南
、
綾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
だ
て
　
　
こ
れ
よ
し
　
　
　
た
く
ろ

の

小
路
西
洞

院
の
東
に
あ
り
。
南
北
道
を
隔
て
是
善
公
の
宅
地
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
た
ん

そ

の

内
北
に
菅
神
の
社
あ
り
。
是
菅
神
降
誕
の
地
也
。
故
に
社
を
建
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち

こ
れ
を
祭
る
。
［
雍
州
府
志
］
或
人
云
、
此
所
、
昔
菅
家
の
舘
也
。
一

夜
飛
梅
の
天
神
と
い
ふ
は
是
也
。
今
に
飛
梅
の
跡
、
こ
の
地
に
存
す
。

　
　
　
　
　
あ
　
や
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
ん
　
ざ
シ

又
l
説
に
、
文
子
の
宅
地
に
し
て
、
菅
神
は
じ
め
て
遷
座
の
地
也
。
洛

の

人
、
阿
米
神
と
称
ス
。
例
年
八
月
十
六
日
、
社
辺
の
氏
子
、
こ
れ
を

　
　
　
ア
メ
ヵ
ヘ
ヤ
へ
　
　
　
　
す
は
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
り
よ
う

祭
る
。
神
輿
一
基
、
童
子
素
抱
供
奉
、
社
僧
こ
れ
に
従
ふ
。
　
御
霊
祭

〈十
八
日
〉
　
八
所
の
御
霊
祭
也
〈
八
所
の
霊
、
前
に
注
ス
〉
。
午
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
き
う
　
　
　
　
　
さ
ち
　
ほ
こ

く
九
ツ

過
V
神
輿
二
基
、
中
の
御
霊
の
離
宮
を
出
て
、
幸
の
鉾
八
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な

凡
、
鉾
を
床
上
に
建
て
、
棒
二
本
、
四
人
を
以
こ
れ
を
荷
ふ
を
幸
の
鉾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
コ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ィ
ピ
し

と
い
ふ
0
神
宝
の
う
ち
、
特
に
こ
れ
を
尊
敬
す
。
又
故
力
力
人
、
鉾
を
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ご
げ

の

間
に

立
、
両
手
を
以
こ
れ
を
捧
ゆ
く
。
こ
れ
を
祭
鉾
と
い
ふ
。
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
ん

一
人
、
竿
の
先
に
道
祖
神
の
仮
面
を
か
け
て
、
神
輿
に
先
立
つ
。
此

め

　
ん
　
　
　
は
な

仮
面
の
鼻
長
大
な
り
。
俗
、
こ
れ
を
王
の
鼻
と
い
ふ
。
別
当
、
及
、
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

子
、
供
奉
。
御
旅
所
よ
り
西
の
方
、
今
出
川
・
下
烏
丸
を
歴
て
、
長
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ぎ

町
よ
り
室
町
を
（
百
七
十
八
オ
）
過
り
、
本
社
に
入
る
。
上
御
霊
の
社

は
、
京
極
通
筋
違
橋
の
乾
二
町
余
に
あ
り
。
下
御
霊
の
神
輿
も
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　

拝
殿
を
出
ツ
。
鉾
五
本
、
別
当
・
氏
子
供
奉
。
上
御
霊
の
行
烈
の
如

　
　
し
ん
こ
う

し
o
神
幸
の
路
次
、
京
極
を
出
、
椹
木
町
の
西
よ
り
、
東
洞
院
の
西
を

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ぎ

歴
て

出
水
に
ゆ
き
、
室
町
を
下
り
、
二
条
を
過
り
、
油
ノ
小
路
、
下
立

売
を
上
り
東
へ
行
、
京
極
よ
り
本
社
に
入
る
。
下
御
霊
の
社
は
、
京
極

　
お
ほ
ゐ

通
大
炊
御
門
東
北
の
方
に
あ
り
。
例
祭
八
月
十
八
日
な
り
。
　
桑
名
祭

〈
十
八
日
〉
　
春
日
大
明
神
の
社
。
勢
州
桑
名
の
城
下
に
あ
り
。
祭
る
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と
　
　
　
じ
ん
ご
け
い
う
ん

四

座
。
別
当
仏
眼
院
の
説
に
云
、
経
津
主
命
は
、
神
護
景
雲
元
年
、

　
マ

マ

　
へ
を
か
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
み
か
つ
ち
の

下

野
香
取
の

宮

よ
り
勧
請
す
。
又
武
甕
槌
命
は
、
正
応
二
年
八
月
十

　
　
　
　
　
　
か
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
こ
や
ね
の

八

日
、
常
陸
国
鹿
嶋
の
宮
よ
り
勧
請
也
。
天
児
屋
根
命
姫
大
神
は
、
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ば
り

仁
二
年
八
月
十
八
日
、
伊
賀
の
名
張
よ
り
勧
請
也
。
毎
年
八
月
十
八
日

　
　
　
さ
い
し
ん

を
以
、
祭
辰
と
な
す
こ
と
、
正
応
永
仁
の
月
日
を
以
、
こ
れ
を
修
す
る

と
い
へ
り
。
先
十
七
日
、
社
前
の
南
北
に
車
一
輌
づ
＼
飾
、
夜
に
入
て

し
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
が
く

試
楽
あ
り
。
翌
十
八
日
祭
礼
の
時
、
件
の
車
を
南
北
へ
引
渡
し
音
楽
を

そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
ろ
く

奏
す
。
明
和
十
年
の
春
回
禄
以
前
は
、
両
社
六
座
と
し
、
北
三
崎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ

神
社
三
座
、
南
春
日
の
神
社
三
座
、
（
百
七
十
八
ウ
）
共
に
往
昔
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
ろ
く
ご

鎮
座
の

日
を
以
祭
る
。
回
禄
後
、
祭
祀
延
引
す
。
三
崎
大
明
神
は
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
ひ
ら
か
　
　
　
　
　
　
　
お
の
こ
ろ
す
さ
き
　
　
か
ら
す
　
　
　
　
　
あ
わ

の

神

也
．
鎮
座
の
年
月
詳
な
ら
ず
。
凝
州
崎
、
烏
州
崎
、
泡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
　
へ

州
崎
、
合
せ
て
三
崎
と
い
ふ
。
七
月
七
日
の
神
事
あ
り
。
氏
子
、
ロ
貝
弁

川
に
於
て
石
を
と
り
来
り
て
、
両
社
に
献
ず
。
こ
れ
を
石
取
の
神
事
と

　
　
　
　
　
　
は
や
し
ね
り
も
の

い

ふ
o
此
日
、
難
遷
物
を
出
ス
。
○
こ
の
八
月
祭
を
天
武
天
皇
の
祭

礼
と
記
せ
る
書
あ
り
。
『
日
本
紀
』
に
、
天
武
天
皇
元
年
九
月
朔
、
車

　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ハ
へ

駕
還
二
伊
勢
国
桑
名
一
宿
リ
た
ま
ふ
、
云
云
。
今
、
駅
中
に
神
社
あ
り
、
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ぽ
　
さ

よ
り
て
誤
リ
記
ス
欺
。
菩
薩
祭
〈
I
［
1
1
日
〉
　
肥
前
国
長
崎
に
於
て
、

ら
い
は
く
じ
ん

来
舶
人
、
船
神
を
祭
る
〈
八
月
廿
二
日
〉
、
こ
れ
を
ぼ
さ
祭
と
い
ふ
。

　
マ

ア
れ
い
ほ
ニ
ゴ
イ
リ
　
ム
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ふ
つ
お
う
に
や
ノ
へ

『
和

　
　

三
』
に
云
、
舟
の
神
を
婿
祖
娘
々
と
い
ふ
。
俗
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
ノ
ご

舩
菩
薩
と
い
ふ
。
唐
船
、
長
崎
に
来
り
、
往
々
祭
る
所
の
神
是
也
〈
舶

中
の
品
物
を
水
揚
す
る
を
、
ぼ
さ
あ
げ
と
い
ふ
〉
。
馬
琴
按
る
に
、
『
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
　
　
　
　
　
こ
う
か
い

雑

姐
』
に
云
、
海
上
天
妃
神
あ
り
。
甚
夕
霊
な
り
。
航
海
の
者
、
多
く

お

う
げ
ん
　
あ
ら
は
　
　
ふ
う
た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
て
ふ
　
　
　
そ
う
ひ

応
験

を
著
す
。
風
濤
の
中
の
如
き
、
忽
チ
蝿
蝶
あ
り
て
双
飛
す
。
夜

　
　
　
　
こ
う
と
う
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
　
　
　
　
　
　
　
う
て
ん
ひ

半
、
忽
チ
紅
燈
あ
り
。
甚
危
し
と
い
へ
ど
も
、
済
ふ
こ
と
、
獲
天
妃

　
　
　
く
ど
く
　
い
ふ
　
　
　
　
　
　
は
い

は

そ

の

功
徳
を
言
て
、
以
天
に
配
す
べ
き
を
い
ふ
の
み
、
女
神
に
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
　
　
　
　
　
ま
ふ
つ
お
う
に
や
ノ
へ

ら
ず
と
。
『
和
三
』
に
記
す
所
の
婿
祖
娘
々
は
、
天
妃
神
也
。
○
長
崎

に

唐
人

（百
七
十
九

オ
）
寺
と
て
四
ヶ
寺
あ
り
。
福
州
は
石
灰
町
崇
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
き
ん

寺
、
潭
州
は
下
筑
後
町
福
済
寺
、
南
京
は
寺
町
興
福
寺
、
こ
の
三
ケ
寺
、

　
　
　
　
ち
う
　
　
　
　
　
か
ん
す
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ロ
　

昔
は

唐
僧
住
す
、
今
は
看
主
持
也
。
外
に
日
付
寺
と
て
、
筑
後
町
に

聖
福
寺

と
い
ふ
あ
り
、
昔
よ
り
和
僧
持
也
。
ほ
さ
祭
の
日
は
、
和
僧
も

た

う
せ
う
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
は
く
じ
ん

唐
装
束
に
て
法
事
修
行
す
。
本
尊
は
観
音
也
。
こ
の
日
、
来
舶
人
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
た
　
い

の

寺
院
へ
参
詣
す
。
そ
の
異
体
を
み
ん
と
て
、
諸
人
群
集
す
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
わ
う
ば
く
は

四
ヶ

寺
み

な
黄
壁
派
也
。
　
亀
戸
天
神
祭
〈
廿
四
日
〉
　
江
戸
本
所
の
す

ゑ
、
亀
戸
村
に
あ
り
〈
今
は
俗
、
呼
て
亀
井
戸
と
い
ふ
。
社
頭
に
一
個

の

清
泉
あ
り
て
、
常
に
湧
出
ス
。
掩
ふ
に
石
亀
を
以
す
。
亀
の
甲
上
に

穿
て
水
を
引
、
故
に
亀
井
戸
と
い
ふ
か
〉
。
祭
る
所
、
筑
紫
太
宰
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぶ
す
け

神
体
に
お
な
じ
。
寛
永
三
丙
寅
年
、
菅
家
の
末
葉
大
鳥
居
信
祐
建
立
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
の
こ
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
く
に

祭
礼
八

月
廿
四
日
。
本
所
牛
御
前
と
隔
年
也
。
当
社
の
神
宝
天
国
の

つ

る
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
み
を
の
　
　
　
　
し
ん
ひ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
わ
け
ん

剣
と
い
ふ
あ
り
。
こ
の
外
、
後
水
尾
院
の
震
筆
、
安
楽
寺
の
瓦
硯
、

も
み
ち
の
文
台
〈
太
閤
秀
吉
公
の
文
台
也
。
の
ち
に
連
歌
師
紹
巴
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
こ
　
お
さ
む
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　

ま
ふ
と
い
ふ
紅
葉
の
蒔
絵
あ
り
〉
等
、
神
庫
に
蔵
。
こ
の
辺
成
平
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
ま
つ
り

川
蜆
に
名
あ
り
。
祭
の
日
、
奉
幣
・
神
楽
等
あ
り
。
近
来
、
正
祭
な

　
　
　
さ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
せ
い
か
ど
の

し
o
　
西
院
祭
く
廿
八
日
V
　
春
日
の
神
社
は
洛
西
葛
野
郡
に
あ
り
。
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
く
　
　
　
さ
　
い

条
通
西
の
土
手
四
町
斗
、
云
云
。
西
院
村
の
西
平
林
の
中
に
社
あ
り
、

　
　
　
　
マ
マ
　
が
　
　
き
　
　
　
　
　
　
さ
い
　
こ
う

是

也
。
『
名
跡
志
』
に
云
、
西
院
の
号
は
、
中
（
百
七
十
九
ウ
）
こ

　
　
　
　
　
さ
い
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き

ろ
、
此
所
に
斎
院
の
居
給
へ
る
故
に
、
こ
の
辺
の
名
と
し
て
斎
院
と
書

　
　
　
　
　
あ
や
ま

し
を
、
後
、
誤
り
て
西
院
に
作
る
欺
。
例
祭
八
月
廿
八
日
、
神
輿
二

基
、
そ
の
一
ツ
は
住
吉
の
神
な
り
〈
住
吉
の
社
は
同
村
の
西
二
有
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
し
や

或

は
西
院
八
幡
祭
と
い
ふ
、
未
レ
詳
。
　
秋
社
　
立
秋
の
s
ち
、
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
て
い

の

戌
の
日
を
秋
社
と
す
。
大
抵
春
社
に
同
じ
。
○
京
師
、
八
月
秋
社
に
、

　
し
や
こ
う
　
し
や
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
せ
き
　
き
う
い
ん
　
　
し
よ
に
く
　
　
ざ
つ
ぶ
つ
　
　
　
て
う
く
わ

各
社
態
・
社
酒
を
以
相
贈
る
。
貴
戚
、
宮
院
、
諸
肉
・
雑
物
を
以
調
和

　
　
　
　
　
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ば
め
か
へ

し
、
飯
上
に
敷
。
こ
れ
を
社
飯
と
い
ふ
。
［
夢
花
録
］
　
燕
帰
る

ゑ

ん

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
ぐ
う

燕
子
、
春
社
に
来
り
て
秋
社
に
去
る
。
［
月
令
］
　
秋
の
宮
　
中
宮
の

御
事
也
。
○
秋
の
宮
、
中
宮
に
限
ら
ざ
る
か
。
［
八
雲
］
凡
、
中
宮
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う

月
に
た
と
ふ
。
［
栄
雅
抄
］
又
l
説
に
、
后
宮
は
西
の
方
に
設
け
さ
せ

給
ふ
殿
な
れ
は
、
秋
の
宮
と
申
也
。
又
、
天
子
を
日
に
た
と
へ
奉
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
て
ん

中
宮
を
月
に
な
ぞ
ら
へ
奉
る
。
よ
り
て
秋
の
宮
と
申
と
そ
。
　
釈
莫

祭
る
日
上
の
丁
の
日
也
。
二
月
に
お
な
じ
。
　
後
の
彼
岸
　
春
秋
の
彼

　
　
　
　
　
と
う
ぷ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
と

岸

は
、
昼
夜
等
分
に
し
て
長
短
な
し
。
仏
道
は
中
道
を
崇
ふ
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　
　
ほ
　
ま
　

時
節
ま
こ
と
に
中
道
の
辰
也
、
故
に
仏
事
を
修
ス
。
『
提
謂
経
』
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ

二

『
浄
土
三
昧
経
』
に
、
八
王
日
に
善
を
修
す
る
こ
と
見
え
た
り
。
八

王

日
は
則
彼
岸
に
あ
た
る
也
。
八
王
日
と
は
、
立
春
、
春
分
、
立
夏

一
　70一



（百
八汀
逼
淫
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冷
い
て
逢
ビ
還
震
地
の

諸
神
、
陰
陽
交
代
す
る
時
也
。
こ
の
日
、
梵
天
、
帝
釈
、
鎮
臣
三
十

　
　
　
し
め
い
　
し
ろ
く
　
ゑ
ん
ま
　
　
　
　
わ
う
し
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

二
人
、
司
命
、
司
録
、
閻
魔
大
王
、
八
王
使
者
、
悉
ク
出
て
四
方
を
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
　
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ

り
見
、
人
民
の
善
悪
を
校
へ
録
す
と
い
へ
り
。
故
に
善
悪
を
修
す
べ
き

　
　
　
ぜ
ん
ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
わ
ん
ぎ
や
う

也
。
又
善
導
大
師
の
観
経
訳
に
云
、
念
仏
し
て
西
方
往
生
の
願
　
行
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

な
す
に
は
、
冬
夏
の
両
時
を
取
ら
ず
、
春
秋
の
二
節
を
と
る
。
そ
の
ゆ

ゑ

は
、
仲
春
〈
1
l
月
〉
仲
秋
〈
八
月
〉
の
両
時
は
正
東
よ
り
日
出
て
、

し
ん
さ
い
　
ぼ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ち
ほ
つ

真
西
に
没
す
。
弥
陀
の
国
真
西
、
日
没
の
所
に
あ
た
る
、
故
に
弥
陀
の

　
　
　
　
　
　
し
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
わ
つ
じ
よ
う

在
所
を

衆
生
に

指
示

し
て
往
生
を
遂
し
む
る
也
。
　
死
活
杖
の
祭

ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ち
は
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
よ
う
ふ
し
や
う

猪
の
熊
三
条
の
南
、
褐
速
の
神
社
に
あ
り
。
往
古
、
刑
部
省
、
こ
の

　
　
　
　
　
ご
く
　
だ
ん
　
　
　
し
け
い
　
お
こ
な

地
に

あ
り
。
獄
を
断
じ
て
以
死
刑
を
行
ふ
。
故
に
、
刑
死
人
の
為
に
、

こ
の
社
を
建
て
祭
祀
を
修
せ
り
。
毎
年
八
月
〈
祭
日
不
レ
詳
〉
神
事
あ

り
o
こ
れ
を
死
活
杖
の
祭
と
い
ふ
。
○
千
本
引
接
寺
、
壬
生
の
地
蔵
等

に

て
、
毎
春
修
す
る
所
の
念
仏
会
は
、
元
死
刑
人
の
為
に
執
行
せ
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
わ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
や

り
始
れ
り
と
そ
。
　
野
分
　
八
月
の
大
風
を
い
ふ
。
秋
風
原
野
の
草
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
べ
さ
む

を
吹
分
る
ゆ
ゑ
に
し
か
い
ふ
o
　
良
寒
　
八
月
、
旦
夕
や
う
や
く
寒
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す

肌
寒
、
薄
寒
、
又
同
じ
。
　
初
も
み
ち
（
百
八
十
ウ
）
　
薄
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
く
ん

『
万
葉
』
に
黄
葉
に
作
る
。
和
訓
も
み
ち
と
は
木
々
の
葉
の
色
も
み
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う

つ

る
を
略
せ
り
。
つ
と
ち
と
通
ず
。
故
に
、
も
み
ち
す
る
秋
を
、
も
み

　
　
　
　
よ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
で
ま
ゆ
み
は
じ
　
か
き

つ

る
秋
と
も
詠
り
。
○
紅
葉
を
詠
ず
る
木
、
難
冠
木
、
檀
、
黄
檀
、
柿
、

さ
く
ら
は
へ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
し

桜
、
柞
。
［
八
雲
御
抄
］
漆
、
梅
。
［
藻
汐
艸
］
こ
の
類
、
み
な
秋
は
葉

を
染
る
も
の
ゆ
ゑ
、
ロ
ハ
も
み
ち
と
い
へ
は
、
い
つ
れ
に
も
通
ず
れ
ど
も
、

か

へ

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
で

機
樹
の
紅
葉
す
ぐ
れ
た
れ
は
、
花
と
い
へ
は
桜
、
紅
葉
と
い
へ
は
機
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
た

の

や

う
に
な
れ
り
。
　
椹
　
衣
う
つ
、
し
で
う
つ
、
綾
巻
、
し
こ
ろ
打
。

　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
き
よ
　
　
と
　
　
　
　
　
　
つ
く

o
古
人
、
衣
を
揺
に
両
女
相
対
し
、
一
杵
を
執
り
、
米
を
春
が
如
く
す
。

　
　
か
ふ
　
　
　
　
く
わ
き
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

今
、
易
る
に
臥
杵
を
作
り
、
対
座
し
て
こ
れ
を
u
m
l
　
o
　
［
和
訓
義
解
］

　
マ

マ
　
ロ
　
り
　
り
　
　

『
御
　
傘
』
『
無
言
抄
』
に
、
き
ぬ
た
は
き
ぬ
た
＼
く
の
略
な
り
、
と

　
　
　
　
か
つ
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
い
た

い

へ

り
。
且
、
板
に
あ
ら
ざ
る
証
握
は
石
偏
に
作
る
。
衣
板
に
は
あ
ら

ず
難
ぜ

り
。
こ
れ
よ
り
し
て
、
衣
う
つ
と
は
作
る
へ
し
、
き
ぬ
た
打
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き
せ
つ

は

作
る
べ
か
ら
ず
、
な
と
い
ふ
説
も
い
で
き
に
た
り
。
み
な
僻
説
に
し

て

誤

り
也
。
馬
琴
按
ず
る
に
、
『
和
名
紗
』
に
云
、
唐
韻
二
云
、
碓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
ニ

〈
和
林
ノ
反
、
和
名
岐
沼
伊
太
〉
濤
レ
衣
石
也
。
字
又
作
レ
砧
と
あ
り
て
、

　
　
　
　
　
　
つ
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
　
の

そ

の

次
に
棲
衣
杵
を
出
し
、
又
そ
の
次
に
挺
を
載
す
。
陸
詞
力
切
韻
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ぬ

云
、
　
〈
天
戦
反
、
与
レ
扇
同
〉
展
レ
縮
石
也
。
漢
語
妙
二
云
、
岐
沼

い
　
た

伊
太
と
あ
り
。
椹
も
挺
も
共
に
和
訓
（
百
八
十
1
オ
）
き
ぬ
い
た
也
。

何
ぞ

き
ぬ
た
s
く
の
略
な
ら
ん
。
す
べ
て
、
字
形
を
わ
か
ち
て
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
り

論

ず
る
は
、
和
語
の
意
を
解
せ
ざ
る
誤
也
。
又
、
碓
う
つ
と
詠
る
歌

は
、
式
子
内
親
王
、
千
た
ひ
打
き
ぬ
た
の
音
に
夢
さ
め
て
物
思
ふ
袖
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
さ
ん

露
ぞ

く
た
く
る
。
猶
こ
の
外
に
も
あ
り
。
す
べ
て
俳
譜
師
の
説
は
杜
撰

多
し
。
初
心
の
人
ま
ど
ふ
こ
と
な
か
れ
。
○
し
で
う
つ
と
は
、
静
打
と

書
。
し
つ
か
に
打
也
。
又
し
き
り
に
打
也
。
衣
し
で
う
つ
と
も
い
へ
り
。

［八

雲
］
し
で
と
は
、
静
に
う
つ
也
o
神
幣
を
山
W
と
も
、
日
と
も

　
　
　
　
　
　
し
つ
め

よ
む
。
共
に
鎮
る
こ
s
ろ
也
。
［
仙
覚
抄
］
愚
案
ず
る
に
、
p
a
、
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

づ
、
と
も
に
お
な
じ
か
る
へ
し
。
し
か
れ
ど
も
静
の
意
に
は
あ
ら
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ぬ
の
　
　
　
　
　
　
　
し
づ
は
た

し
づ
は
倭
文
と
書
、
い
に
し
へ
の
文
布
也
。
『
日
本
紀
」
に
、
之
都
波
柁
、

　
　
し
づ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
づ

又
、
之
頭
於
利
な
ど
あ
り
。
し
つ
や
し
づ
倭
文
の
を
た
ま
き
く
り
か
へ
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し
、
と
よ
め
る
は
是
也
。
今
、
四
手
に
作
る
、
甚
し
き
誤
也
。
四
は
よ

　
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

訓
に

用
ひ
来
れ
り
。
仮
名
に
は
、
し
で
う
つ
と
書
べ
し
。
○
綾
巻
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

衣

を
巻
く
木
也
。
そ
の
う
つ
緒
を
巻
て
う
つ
也
。
○
し
こ
ろ
打
と
は
、

き
ね杵
に

て

う
つ
也
。
杵
を
し
こ
ろ
と
い
ふ
よ
し
、
或
も
の
に
い
へ
り
。
出

　
　
　
　
か
ん
が
へ

所
い
ま
だ
考
ず
。
　
長
キ
夜
八
月
よ
り
九
月
に
わ
た
る
な
り
。

名
の
木
散
ル
　
牡
丹
の
分
根
　
大
か
た
秋
分
前
後
に
根
を
分
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
ふ
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す
の

（百
八
十
1
ウ
）
　
木
芙
蓉
　
水
に
出
る
も
の
を
草
芙
蓉
と
い
ふ
。
荷

　
　
　
　
く
か

花
是
也
。
陸
に
出
る
も
の
、
こ
れ
を
木
芙
蓉
と
い
ふ
。
［
格
物
叢
語
］

も
く
せ
い
　
　
　
　
　
　
か
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

木
犀
　
江
南
の
桂
、
八
九
月
花
を
開
く
、
子
な
し
。
是
木
犀
也
。
［
南

　
　
　
　
　
　
　
す
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ
き
り
は
　
　
　
　
　
く
ち
な
し

方
草
木
状
］
桂
に
数
種
あ
り
。
そ
の
葉
鋸
歯
な
く
、
厄
子
の
葉
の
如

　
　
　
　
　
く
わ
う
け
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
れ
い
　
　
　
　
　
そ
う
せ
い

く
に
し
て
、
光
潔
な
る
も
の
あ
り
。
巌
嶺
の
間
に
叢
生
す
。
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
　
も
つ
と
も
た
か

巌
桂
と
い
ふ
。
一
名
木
犀
。
木
犀
花
、
香
気
最
高
し
。
人
を
し
て
酔

が
ん

け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
め
も
ど
き

し
む
る
に
い
た
る
。
　
桂
の
花
　
木
犀
花
也
。
　
梅
嫌
　
正
字
不
レ

ラ
　
ミ
ニ
　
ル
　
ニ
　
　
る
こ
う
　
こ
ま
つ
な
ぎ

詳
。
嫌
当
レ
作
レ
塞
。
　
縷
紅
　
金
剛
草
　
そ
の
根
甚
つ
よ
く
、
牛
馬

　
つ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
と
く
　
　
　
　
　
ば
せ
を
　
　
そ
く

を
繋
く
べ
し
。
故
に
名
と
す
と
い
ふ
。
　
檀
特
の
花
　
芭
蕉
の
属
、

　
　
　
　
　
い
は
ゆ
る

『
本
草
』
に
所
謂
紅
蕉
、
是
也
。
　
花
紫
　
『
御
傘
』
等
の
書
に
、
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い

む

ら
さ
き
を
春
と
し
、
花
紫
を
秋
と
す
。
『
本
草
』
・
『
花
彙
』
等
の
説

に
、
三
月
花
を
開
く
と
い
へ
り
。
春
に
わ
か
紫
あ
る
ゆ
ゑ
に
秋
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ

に

や
、
と
お
も
ひ
し
に
、
紫
草
を
種
る
人
あ
り
て
い
へ
ら
く
、
こ
の
草
、

　
う
へ
　
　
も
の
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
う
へ

秋
種

る
者
は
春
花
開
き
、
春
種
る
者
は
秋
花
さ
く
と
そ
。
『
御
傘
』
に

　
　
　
　
　
よ
り
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ろ
い

秋

と
す
る
も
握
な
き
に
あ
ら
す
、
と
雪
碇
い
へ
り
。
　
白
粉
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
か
ぶ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
を
に

正
字
未
レ
詳
。
（
百
八
十
ニ
オ
）
　
烏
頭
　
附
子
な
り
。
　
紫
苑
　
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
し

の

し
こ
草
わ
す
れ
草
わ
が
下
ひ
も
に
つ
け
た
れ
は
鬼
の
し
こ
草
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ら
つ
め

に

し
有
け
り
。
是
は
『
万
葉
』
四
に
、
大
伴
ノ
家
持
、
坂
上
ノ
家
太
娘

　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ヲ

に

贈

る
歌
也
。
離
絶
シ
テ
数
年
ノ
後
、
会
フ
テ
相
二
聞
往
事
一
歌
と
あ

　
　
　
　
し
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
こ

り
o
鬼
ノ
志
許
草
、
鬼
ノ
醜
女
草
な
ど
書
り
。
こ
れ
紫
苑
也
。
○
鬼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
ひ

し
こ
草
と
は
、
別
の
草
の
名
に
あ
ら
ず
。
忘
れ
草
は
、
愁
を
忘
る
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

草
な
れ
ば
、
恋
し
き
人
を
忘
ん
料
に
、
下
紐
に
つ
け
た
れ
ど
、
更
に
わ

す
る
s
こ
と
な
し
。
忘
れ
草
と
い
ふ
名
は
ロ
ハ
こ
と
に
有
け
ん
、
猶
恋
し

け
れ
は
鬼
の
し
こ
草
也
け
り
と
い
ふ
也
。
こ
＼
ろ
は
誠
の
鬼
に
あ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
ヤ
ン
コ
メ
キ
タ
ナ
キ

わ
う
し
と
い
ふ
詞
也
。
『
日
本
紀
』
第
一
に
、
不
順
也
凶
目
汚
楊
之
所
、

し
か
ハ
へ

云
云
。
し
こ
と
は
わ
う
し
と
嫌
ふ
詞
也
。
凶
の
字
を
よ
め
り
。
［
袖
中

抄
］
又
、
俊
頼
朝
臣
の
説
に
、
昔
、
人
の
親
、
子
を
二
人
も
て
り
け
り
。

　
は
ら
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
げ
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
い
ま
す

此
兄

弟
、
孝
行
に
し
け
る
親
う
せ
て
の
ち
歎
き
、
塚
に
詣
で
s
在
が

如

v
有
け
る
。
年
ふ
り
ぬ
れ
と
兄
弟
打
つ
れ
て
ゆ
き
ぬ
。
そ
の
兄
、

お
ほ

や

け

公

に

つ
か

へ
て
私
を
か
へ
り
み
る
に
堪
ず
、
思
ひ
け
る
や
う
、
ロ
ハ
に

や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

止
む

時
な
し
。
萱
草
は
思
ひ
を
忘
る
＼
も
の
也
、
と
塚
に
こ
れ
を
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
つ
ら

け
る
。
弟
は
い
た
く
こ
れ
を
恨
み
て
、
紫
苑
は
忘
れ
ぬ
草
也
と
植
る
。

兄
は

い

つ

（百
八
十
ニ
ウ
）
の
ほ
ど
に
か
わ
す
れ
て
行
ず
。
世
に
萱
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う

を
わ
す
れ
く
さ
と
い
ふ
こ
と
し
る
し
あ
り
。
弟
は
又
、
絶
ず
詣
で
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

あ
る
日
、
親
の
塚
に
声
あ
り
。
恐
る
べ
か
ら
ず
、
わ
れ
は
君
が
親
の
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
　
　
き
み

を
守
る
鬼
神
な
り
。
兄
は
忘
れ
草
を
植
て
、
公
に
つ
か
う
ま
つ
る
こ
s

　
お
ロ
ニ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ
　
　
　
そ
　
こ

ろ
怠
ら
ず
、
そ
の
家
を
思
ふ
こ
と
実
也
。
其
許
は
お
も
ひ
草
を
植
て

ま
す
く
怠
ら
ず
、
至
孝
也
。
天
帝
、
あ
は
れ
み
給
ひ
て
、
わ
れ
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
げ

は

し
む
る
は
、
今
よ
り
昼
あ
ら
ん
こ
と
を
夢
に
告
し
ら
す
べ
し
、
と
い

　
　
や
み

ふ

て
止

ぬ
。
弟
、
不
思
議
に
お
も
ひ
帰
り
ぬ
。
そ
れ
よ
り
昼
あ
る
こ
と
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は

夢
に

見

る
に
違
ず
、
徳
を
得
た
り
と
か
や
。
こ
の
紫
苑
草
は
、
嬉
し

き
こ
と
あ
ら
ん
人
は
植
て
見
る
へ
き
欺
、
な
げ
く
こ
と
あ
ら
ん
人
は
植

べ
か

ら
さ
る
草
也
。
故
に
し
お
に
と
い
ふ
。
鬼
の
を
し
へ
し
よ
り
い
ふ

　
　
　
　
し
　
　
　
　
こ

を
、
鬼
の
師
子
草
と
は
い
ふ
な
め
り
。
○
紫
苑
を
お
に
の
し
こ
草
と
い

ふ

こ
と
は
、
し
お
に
と
い
ふ
ご
＼
ろ
也
。
［
八
雲
］
愚
お
も
へ
ら
く
、

　
　
　
　
　
　
よ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
を
に
を
鬼
の
訓
に
と
る
は
、
仮
名
た
が
へ
り
。
『
和
名
抄
」
に
、
紫

殉
和
名
飽
之
、
俗
二
云
之
乎
趣
、
又
矧
和
名
旛
麺
と
あ
れ
は
、
是
、
刻
、

固
の
た
が
ひ
あ
り
。
和
名
に
の
し
と
い
ふ
も
の
、
お
に
の
し
、
こ
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
し
　
こ
　
く
　
さ

J
に
近
き
歎
、
も
し
く
は
鬼
能
之
小
草
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
こ
は
こ
s

う
み
に
い
ふ
の
み
。
す
べ
て
、
ら
ん
を
ら
に
、
し
を
ん
を
し
を
に
、
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
　
　
な
ま
り

ん

（tu

八
十
1
1
1
オ
）
を
ぜ
に
、
と
い
ふ
た
く
ひ
、
音
の
誰
に
は
あ
ら

　
　
　
　
わ
く
ん

ず
、
み
な
和
訓
な
り
。
　
露
草
　
月
草
　
露
草
、
月
草
お
な
じ
物
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
く

万
の

花

は
朝
日
の
影
を
得
て
さ
く
に
、
こ
の
花
は
月
影
を
得
て
開
ゆ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ぢ

に

名
つ
く
。
　
宇
治
の
花
園
　
『
山
城
風
土
記
」
に
云
、
兎
道
と
は

轄
嶋
城
蔀
の
御
宇
・
天
皇
の
禦
竃
の
欝
毛
、
桐
原
の
雇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ち

宮
を
造
り
、
以
宮
室
と
し
給
ふ
o
こ
れ
に
よ
り
て
御
名
を
兎
道
と
い
ふ
。

○

戴
難
樫
郎
講
硫
の
こ
≧
を
・
『
新
勅
撰
集
』
竃
、
昔
見
し
人

の

な
み
だ
や
露
な
ら
ん
世
を
宇
治
山
の
秋
の
花
園
。
こ
れ
を
も
て
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
け
　
た

に
、
宇
治
の
花
園
は
、
桐
原
の
日
桁
の
宮
の
花
園
也
。
故
に
慈
鎮
、

艦撃
崩
御
の
こ
≧
を
よ
み
給
へ
り
・
千
梅
、
春
耕
、
と
も
に
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
い
ら
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　
し
る

卿
の
花
そ
の
と
記
せ
り
。
稚
郎
子
の
崩
御
の
こ
s
ろ
を
詠
る
歌
に
、

し
ん
か

臣
下
の
花
園
を
と
り
合
せ
て
詠
る
例
な
し
。
殊
更
、
慈
鎮
は
、
宇
治
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
ざ
ね

関
白
頼
通
公
よ
り
五
代
後
、
法
勝
寺
兼
実
卿
の
子
也
。
い
か
で
そ
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
ぎ

祖
の
花
園
を
知
り
た
ま
は
ざ
ら
ん
。
或
説
に
、
秋
の
花
と
は
芳
宜
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
き

第
一
と
す
。
宇
治
の
花
園
も
元
ト
芳
宜
の
名
所
也
と
い
へ
り
。
　
芒
の

ほ

　

　

　

　

り
う
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
え
や
み
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

穂
　
尾
花
　
龍
胆
　
『
和
名
抄
』
に
、
衣
夜
美
（
百
八
十
三
ウ
）
久
佐
、

　
　
こ
　
ち
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
　
　
　
ア
じ
　
　
カ
　
　
ナ

又
、
遁
加
奈
、
と
も
に
龍
胆
也
。
俗
は
、
こ
れ
を
り
ん
た
う
と
誰
り
い

ふ
0
　
O
正
白
花
の
も
の
を
笹
龍
胆
と
い
ふ
。
［
和
三
］
定
家
卿
の
説
に
、

尾
花
が

も
と
の
お
も
ひ
草
、
是
龍
胆
な
る
よ
し
の
た
ま
へ
り
。

わ
　
う
　
す
　
げ

黄
蜀
葵
　
蜀
葵
と
は
別
種
也
。
［
宗
爽
記
］
時
珍
の
説
に
、
紙
に
造
る
。

と
　
ろ
　
ざ
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
　
ひ
る
お
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
し
　
　
　
　
　
た
ば
こ

そ

の

花
、
旦
に
開
キ
午
収
リ
、
暮
に
落
ツ
。
　
漆
の
花
姻
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね

一
名
相
思
艸
　
［
本
草
洞
詮
］
伝
へ
て
い
ふ
、
慶
長
中
種
を
南
蛮
よ
り

　
　
　
　
　
あ
か
ね
ほ
る
　
　
あ
ゐ
　
　
　
　
　
た
で

得
た

り
。
　
茜
堀
　
藍
の
花
　
蓼
の
花
　
蓼
の
穂
、
水
紅
花
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ぬ
　
た
　
で

と
く
さ
か
る

木
賊
苅

　
多
く
丹
波
に
出
ツ
。
信
濃
の
そ
の
は
ら
、
又
そ
の
所
歎
。

　
　
　
　
　
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
ト
　
　
　
た
う
や
く

［和

三
］
　
芦
の
花
芦
の
穂
苦
参
引
胡
黄
蓮
引
　
こ
の
草
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ふ
り
　
　
あ
ち
　
に
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ひ
り
く
さ

邦
に

あ
り
や
未
レ
m
e
o
　
O
秋
、
白
花
を
開
き
、
葉
細
に
、
味
甚
苦
き
小

草
、
山
野
に
あ
り
。
又
、
た
う
や
く
－
U
い
ふ
O
　
［
大
和
本
草
］
胡
黄
蓮

　
か
た
ち

に

形

よ
く
似
た
り
、
こ
の
，
J
と
か
O
　
［
和
三
］
胡
黄
蓮
は
、
黄
蓮
に
似

て
大

な
り
。
黄
な
ら
ず
、
味
苦
シ
。
［
大
和
本
草
］
　
薬
堀
（
百
八
十

　
　
　
　
さ
い
や
く

四

オ
）
　
採
薬
　
秋
、
野
山
に
出
て
薬
草
を
と
る
也
。
萩
苓
突
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
か
る
　
　
　

句
に

よ
り
て
秋
也
。
　
萱
苅
　
萱
葺
、
萱
が
軒
端
。
○
貞
徳
云
、
萱
ふ

き
、
萱
が
軒
端
、
植
物
に
あ
ら
ず
。
秋
に
も
な
る
ま
じ
き
道
理
な
か
ら
、

か
や

う
の
名
草
は
、
秋
の
季
大
切
な
る
ゆ
ゑ
、
秋
に
用
る
が
よ
き
也
。

　
　
　
　
　
　
ざ
く
ろ

［御
傘
］
　
柘
榴
　
今
、
鬼
子
母
神
を
祭
る
人
、
多
く
こ
れ
を
供
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
り
や
す
　
　
い
て
う
の
み

蓋
シ

そ

の

多
子
を
と
る
な
り
。
　
新
蓋
草
　
銀
杏
子
　
多
く
食
へ
は

め

ん

ア
ん

瞑
眩

す
る
よ
し
、
『
五
雑
姐
』
に
み
ゆ
。
今
の
俗
、
三
ッ
角
あ
る
も
の

一
　73一



　
お
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
い
き
や
う

を
帯
れ
は
諸
毒
を
消
、
と
い
ふ
も
の
は
何
に
よ
る
に
や
。
　
苗
香
の

み

　
れ
い
し
　
れ
い
し
じ
う

実

　
蕩
枝

　
蕩
枝
汁
、
酒
に
作
る
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
み
な
焼
酒
也
。

　
　
　
　
　
み
ん
ひ
と
　
も
つ
と
も

［五
雑

祖
］
閾
人
、
最
も
蕩
枝
を
重
ン
ず
。
然
れ
ど
も
此
方
に
い
ふ
制

　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

だ

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
ひ

い

し
に
あ
ら
ず
。
　
葡
萄
　
葡
萄
棚
、
紫
葛
、
ぶ
だ
う
酒
。
　
通
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
べ
　
ゑ
ひ
か
つ
ら

十
1
月
朔
日
、
河
州
高
嶋
郡
よ
り
郁
核
を
内
裏
へ
献
ず
。
或
人
云
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
ひ
み
　
　
　
き
み
け
い
ぜ
う

献
ず

る
所
の
物
を
考
る
に
、
通
草
の
実
に
し
て
、
そ
の
気
味
形
状
、

う
　
へ
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
け
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う

郁
核
に

異

な
り
。
（
百
八
十
四
ウ
）
土
人
、
こ
の
献
物
を
以
、
名
を
称

　
　
　
　
　
お
ん
べ
　
　
　
　
　
お
ん
べ
　
う
べ
　
　
わ
こ

せ

ず
。
専
ラ
御
貢
と
い
ふ
。
御
貢
と
郁
核
と
和
語
相
近
し
。
故
に
、

あ

け
ひ
　
あ
や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ご

通
草
を
誤
り
て
、
う
べ
と
称
す
る
歎
。
枯
柴
を
以
籠
に
造
り
、
こ
れ

　
も
ほ
く
こ
　
　
う
べ

に

盛

る
。
そ
の
体
、
朴
古
を
存
す
。
又
一
説
に
、
高
嶋
郡
の
土
人
郁
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

と
称
す
る
者
、
通
草
の
別
種
に
し
て
、
冬
月
と
い
へ
ど
も
其
葉
死
れ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
す
う
り
　
　
く
わ
ろ
う

こ
れ
を
常
盤
通
草
と
い
ふ
と
そ
。
　
天
瓜
括
楼
に
は
あ
ら
ず
。
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね
ふ
く
べ
　
　
か
き

楼
は

ひ

さ
こ
う
り
な
り
。
　
種
瓢
　
簾
豆
　
俗
、
こ
れ
を
破
摘
豆
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
や
う
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

い

ふ
0
こ
の
豆
、
一
粒
種
れ
ば
豆
八
升
を
得
る
。
破
暗
と
八
升
と
音
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
く
わ
う

近
シ
、
故
に
名
と
す
。
『
救
荒
本
草
』
に
い
ふ
、
眉
児
豆
は
是
か
。

ひ

し
　
　
　
　
　
ぐ
び
じ
ん
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
び
じ
ん
ナ
ノ
エ
ノ
マ
メ
　
　
か
た
ち
け
い
く
わ
ん

菱
取
ル

　
虞
美
人
草
　
褒

斜
山
谷
の
中
に
虞
美
人
艸
あ
り
。
形
鶏
冠

の

如

V
、
大
に
し
て
花
な
し
。
葉
、
皆
相
対
す
。
或
は
虞
美
人
の
曲
を

と
な
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
し
や
う
　
　
　
　
　
せ
つ
は
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　

唱

れ

は
、
両
葉
撫
掌
し
て
頗
節
拍
に
あ
た
る
が
如
し
。
［
題
説
］
鷺

　
　
　
　
マ
マ
　
り
　
あ
　
　

水
が

『
新
　

式
』
に
口
訣
あ
り
と
い
ふ
も
の
、
何
レ
の
草
を
い
ふ
に

　
　
　
き
の
こ
　
　
く
さ
ひ
ら

や
。
　
木
耳
　
菌
　
木
よ
り
生
ず
る
を
木
耳
と
い
ひ
、
土
に
生
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
　
し
ひ
た
け
　
む
く
　
　
　
べ
に
　
　
　
　
い
　
く
　
ち
　
　
く
り

を
菌
と
い
ふ
也
。
○
松
薯
○
椎
茸
○
椋
茸
○
紅
茸
○
羊
肚
菜
○
栗
茸
○

き
つ
ね
の
か
ら
か
さ
　
　
き
つ
ね
の
ふ
で
　
　
よ
し
た
け
　
　
　
　
　
く
さ
び
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
た
け

鬼

　
　
蓋
○
鬼
　
筆
○
藍
菌
○
竹
ノ
奪
　
（
百
八
十
五
オ
）
○
石
草
○

　
　
　
し
め
ち
　
　
か
は
　
　
ま
ひ
　
　
せ
う
ろ
　
え
の
き
た
け
　
し
ト
　
　
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
み
た
け

初
茸
○
湿
地
茸
○
革
茸
○
舞
茸
o
麦
肇
○
榎
茸
○
猪
茸
○
鼠
足
菌
○

ま
く
め
た
け
　
　
　
　
ひ
ら
た
け

馬

勃
。
　
磨
菰
葦
　
［
本
草
］
　
平
茸
〈
和
俗
所
レ
E
E
E
　
〉
　
O

ほ

う
て
う
　
マ
マ
ピ
　
　
ほ
　
ぽ
　
ヰ
　
じ
　
　
　
　
　
た
け

『
庖
　
厨
　
本
　
草
』
に
鼠
菌
を
以
平
茸
と
す
。
木
曾
の
山
中
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

つ

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
さ
へ

こ
れ
あ
り
。
昔
木
曾
義
仲
、
西
京
に
入
て
版
雇
し
、
こ
れ
を
携
て
官

　
　
も
て
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
め
す
ヒ
き

客

を
享
す
。
是
よ
り
本
邦
の
珍
味
と
な
る
。
［
本
朝
食
鑑
］
　
滑
煤
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
び
た
け
　
　
　
　
　
た
け
　
　
　
　
　
た
け

榎
よ
り
出
る
も
の
な
り
。
　
蛇
葦
　
天
狗
葦
　
月
夜
薯
　
こ
の
三
種
、

　
　
　
　
　
　
あ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ひ
た
け

大
毒
あ
り
。
人
敢
て
ち
か
つ
か
ず
。
　
笑
　
子
　
又
笥
菌
に
作
る
。
こ

　
　
　
か
へ
で
　
　
　
せ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま

の

も
の
楓
樹
の
下
に
生
ず
、
大
毒
あ
り
。
こ
れ
を
食
へ
は
笑
ふ
て
止
ず
、

つ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み
や

か

　

じ
ん
ふ
ん
え
　
ど
　
　
な
め
　
　
　
　
　
　
　
　
け
す

終
に
死
に
至
る
。
も
し
速
に
人
糞
穣
土
を
嘗
て
そ
の
毒
を
消
と
き
は
、

た
ま
ノ
へ
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
と
く
め
い
ゆ
さ
ん

偶

活

る
こ
と
あ
り
と
い
ふ
。
○
嘉
定
乙
亥
、
僧
徳
明
遊
山
す
。
忽
チ

き
ご
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
　
　
ど
く
は
つ
　
　
　
　
　
こ
う
し

奇
菌

を
得
て
、
帰
り
て
衆
に
供
す
。
毒
発
し
て
、
僧
行
死
す
る
者
十
余

　
　
　
　
　
す
み
や
か
　
　
ふ
ん
　
　
な
め
　
　
ま
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

人
o
徳
明
、
　
亟
に
糞
を
嘗
て
免
る
s
こ
と
を
獲
た
り
。
日
本
の
僧

じ
や
う
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
し
す
　
　
　
け
か
　
　
　
　
　
は
だ
へ
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
る

定

心

と
い
ふ
者
あ
り
。
寧
死
と
も
汚
さ
ず
、
膚
理
リ
折
レ
裂
に
至

　
し
お
さ
ど
て
う

て

死
す
。
今
に
至
て
、
庵
中
蔵
め
て
日
本
の
度
牒
あ
り
。
其
僧
、
姓
は

平
氏
、
日
本
国
京
東
（
百
八
十
五
ウ
）
、
相
州
行
香
県
上
守
の
郷
、
元

　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
ひ
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
　
　
　
　
　
ち
ん
ち
う
し

勝
寺
の
僧
な
り
。
寧
非
命
に
死
し
て
、
そ
の
口
を
汚
さ
ず
。
陣
仲
子

　
ふ
う
　
　
ち
か
し

の

風
に

庶
幾
。
［
五
雑
祖
］
馬
琴
云
、
此
僧
何
人
そ
や
。
そ
の
身
異
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
さ
　
く
　
　
　
し
る

に

あ
り
て
、
本
朝
の
義
気
を
う
し
な
は
ず
。
永
く
史
籍
に
記
し
て
そ
の

　
　
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
み
　
　
の
う
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
ぐ
　
し
ゅ

美
を
嘆
ず
へ
き
も
の
欺
。
　
毛
見
　
農
民
、
秋
に
至
り
て
、
年
貢
を
収

の

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
ん
け
ん

納
す
る
は
じ
め
、
県
吏
、
田
地
の
善
悪
を
巡
見
す
。
こ
れ
を
毛
則
と

　
　
　
け
　
　
　
　
く
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

い

ふ
。
毛
は
猶
草
と
い
ふ
が
ご
と
し
。
稲
の
い
ま
だ
苅
ざ
る
も
の
を
立

毛

と
い
ふ
。
凡
、
百
石
の
田
地
に
し
て
百
石
あ
る
を
縮
取
と
い
ふ
。
悉

　
す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
み

ク
縮
し
て
得
る
の
義
也
。
そ
の
次
、
百
石
の
う
ち
、
或
は
八
分
七
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ

収
納
を
幾
ツ
成
リ
と
い
ふ
。
そ
の
収
納
を
定
め
る
を
免
と
謂
。
こ
s
ろ
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は
、
免
多
し
て
少
シ
く
取
る
の
義
也
o
百
石
を
収
と
い
ひ
、
五
十
石
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
き
や
う

半
納
と
い
ふ
0
是
中
の
上
也
o
み
な
年
の
豊
凶
に
よ
る
。
農
民
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん

の

免
の
う
ち
を
又
乞
て
、
或
は
一
分
、
或
は
二
分
を
減
ず
る
を
免
を
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
て
　
お
ち
ほ
　
い
な
つ
か

勾
と
い
ふ
0
収
納
多
き
を
免
る
s
の
義
な
り
。
　
中
稲
　
落
穂
　
稲
束

ほ
か
け
　
や
つ
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
て

穂
掛
　
八
束
穂
　
長
く
大
な
る
稲
穂
也
。
八
束
手
は
、
な
が
き
稲
と
も

い

へ

り
。
束
は
一
握
り
也
。
め
で
た
き
こ
と
に
詠
り
。
『
新
古
今
集
』

（百
八
十
六
オ
）
兼
光
、
神
代
よ
り
け
ふ
の
為
と
や
八
束
穂
に
長
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
き
び
　
　
　
け
し
ま
く
　
か
ら
し
ま
く
　
た
い
こ
ん
ま
く

稲
の
し
な
ひ
そ
め
け
ん
。
　
粟
種
引
　
嬰
粟
子
蒔
　
芥
菜
蒔
　
羅
葡
蒔

こ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ぬ
き
　
　
　
　
　
か
り

小
菜
　
つ
ま
み
菜
、
間
引
菜
。
　
中
抜
大
根
　
臆
　
『
月
令
』
に
、
八

　
こ
う
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
ひ
ん

月
鴻
臆
来
る
、
九
月
に
至
り
て
又
、
鴻
臆
来
賓
す
、
と
い
ふ
は
何
ぞ
や
。

　
　
　
　
　
　
も
の
　
　
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん

仲
秋
先
ツ
至
る
者
を
主
と
し
、
季
秋
後
至
ル
者
を
賓
と
す
。
［
五
雑
姐
］

　
　
　
　
の
が
ん
　
　
は
ら
し
ろ
　
　
か
ん
じ
ん
　
　
た
の
も

ひ

し
く
ひ
鴻
　
○
鴇
○
腹
白
○
雁
陣
○
田
面
の
雁
○
落
雁
○
白
雁
○
海
雁
○

か

ん

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
ん
　
　
か
り
の
ふ
み
　
か
ん
　
そ
ぷ

雁
字
○
し
ろ
か
へ
る
雁
○
雁
番
。
　
雁
書
漢
の
蘇
武
が
古
事
。

隔
金
　
臆
が
音
也
。
今
の
人
、
雁
か
ね
の
声
と
作
る
者
み
な
誤
り
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
き
と
り

金

は
只
字
を
借
り
た
る
の
み
。
　
二
季
鳥
　
［
莫
伝
抄
］
　
雁
の
異
名
。

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
い
な
お
ふ
せ
と
り

か

た
糸
鳥
同
レ
上
o
　
稲
負
鳥
世
に
伝
授
と
い
ふ
こ
と
あ
れ
は
、

あ
ら
は
　
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
と
り

顕
に
記
さ
ず
。
或
は
馬
と
す
る
者
は
誤
リ
也
。
　
色
鳥
秋
の
い
ろ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は
せ
み

の

小
鳥
な
り
。
　
渡
リ
鳥
　
朝
鳥
わ
た
る
、
鳥
く
も
り
。
　
　
鳩

ひ

サ
い
　
　
　
　
き
つ
ト
き
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
え
と
り
　
つ
く
み
　
ま
し
こ

斐
翠
な
り
。
　
啄
木
鳥
（
百
八
十
六
ウ
）
　
　
鵯
　
鵜
　
猿
子
鳥

ま
め
う
ま
し
　
む
く
と
り
　
ひ
た
き
　
ひ
か
ら
　
　
や
ま
か
ら
　
　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
　
か
ら
　
　
こ
か
ら
　
ほ
あ
か

桑

扁
　
椋
鳥
　
鵜
　
鵠
　
山
雀
　
四
十
雀
　
五
十
雀
　
小
雀
　
頬
赤

い

か

る
か

め

じ
ろ
　
る
り
　
　
ほ
う
じ
う
　
れ
ん
じ
や
く
　
し
や
こ
　
ひ
は
　
み
そ
さ
ゾ
い
　
し
と
ご

繍

眼
児
　
瑠
璃
鳥
　
画
眉
白
　
連
雀
　
鶴
鵠
　
鵜
　
鶴
鶴
　
鴫

い

メ
か
　
　
さ
ん
く
わ
う
　
　
か
し
と
り
　
　
ぬ
ゑ
と
り
　
　
あ
を
ぢ
　
　
き
く
い
た
べ
き
　
　
み
ト
つ
く
　
　
づ
　
く

鵜
　
烏
鳳
　
橿
鳥
　
鵠
鳥
　
鵠
　
　
鵠
　
　
鴎
備
　
木
免
引

み

べ
つ
く
　
　
　
は
ご
　
と
い
ふ

木
免
を
以
小
鳥
を
誘
引
し
、
羽
籠
を
以
こ
れ
を
捕
る
。
謂
て
木
免
引
と

　
　
　
　
を
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
こ

す
。
　
囮
　
或
は
媒
鳥
に
作
る
。
媒
を
以
小
鳥
を
と
る
也
。
　
高
羽
籠

お
と
り
　
は
　
こ
　
　
　
　
　
さ
お
を
の
さ
き
　
つ
け
　
　
　
　
　
う
ら
　
つ
な

媒
鳥
の
羽
籠
也
。
高
く
竿
頭
に
著
て
、
木
の
末
に
繋
く
、
故
に
高
は

　
　
　
　
　
　
　
は
つ
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

司
と
い
ふ
。
　
初
鮭
　
俗
、
鮭
に
作
る
者
は
非
な
り
。
常
州
水
戸
の
人
、

は
つ
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
を
　
　
　
　
　
　
あ
た
ひ

初
鮭
を
賞
翫
す
る
こ
と
江
戸
の
初
鰹
の
如
し
。
価
数
銀
に
到
る
。

は
ら
ト
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け

鯛

　
筋
子
・
甘
子
、
並
に
同
し
。
鮭
の
子
也
。
（
百
八
十
七
オ
）

注　
r
日
本
文
学
研
究
」
第
四
十
八
号
～
同
第
五
十
七
号
、
大
東
文
化
大

学
日
本
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
二
月
～
二
〇
一
八
年
二
月
。
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